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【 背 景 】  

高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ （ H P A I） は 、 令 和 4 年 度 シ ー ズ ン 、

国 内 で は 2 6 道 県 8 4 事 例 の 発 生 が あ り 、 過 去 最 大 と な る 1 , 7 7 1 万

羽 が 殺 処 分 さ れ た 1 ） 。  

本 県 で も A 施 設 及 び B 農 場 の 2 例 で 発 生 し た 。 2 例 目 の 遺 伝 子

検 査 結 果 判 明 か ら 約 5 時 間 後 、 C 農 場 で 死 亡 羽 数 増 加 の 通 報 が あ

っ た 。 簡 易 検 査 は 陰 性 で あ っ た が 、 陽 性 の 場 合 、 C 農 場 の 検 査 に

加 え 、 発 生 状 況 確 認 検 査 が 3 戸 あ り 、 検 査 対 応 が 困 難 で あ っ た た

め 対 策 を 検 討 し た 。  

今 回 、県 内 2 例 の 検 査 対 応 及 び そ の 後 の 対 策 に つ い て 報 告 す る 。 

【 発 生 状 況 】  

1 例 目 は 、令 和 4 年 1 1 月 1 0 日 に 白 浜 町 の A 施 設（ 家 き ん 6 3 羽

飼 養 ） に お い て 、 2 例 目 は 、 令 和 4 年 1 1 月 2 9 日 に 和 歌 山 市 の B

農 場 （ 採 卵 鶏 約 4 万 3 千 羽 飼 養 ） に お い て 、 死 亡 家 き ん 増 加 の 通

報 が あ り 、 そ れ ぞ れ 簡 易 検 査 は 陽 性 で あ っ た 。 A 施 設 及 び B 農 場

の 3 k m 以 内 に 家 き ん 飼 養 農 場 は な か っ た 。  

【 材 料 と 方 法 】  

A 施 設 及 び B 農 場 で 採 材 し た 気 管 ス ワ ブ 、 ク ロ ア カ ス ワ ブ を 用

い て 、 遺 伝 子 検 査 及 び ウ イ ル ス 分 離 検 査 を 実 施 し た 。 遺 伝 子 検 査

は 、 リ ア ル タ イ ム P C R（ r P C R） 及 び コ ン ベ ン シ ョ ナ ル P C R（ c P C R）

を 実 施 し た 。 ウ イ ル ス 分 離 検 査 は ス ワ ブ 懸 濁 液 を 発 育 鶏 卵 に 接 種

し 、 2 4～ 4 8 時 間 後 に 尿 膜 腔 液 の H A 価 を 測 定 し た 。 ま た 、 ス ワ ブ

懸 濁 液 及 び H A 価 8 以 上 の 尿 膜 腔 液 を 国 立 研 究 開 発 法 人 農 業 ・ 食

品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 動 物 衛 生 研 究 部 門 （ 動 物 衛 生 研 究 部 門 ）

に 送 付 し 、 遺 伝 子 解 析 を 実 施 し た 。 ま た 、 A 施 設 及 び B 農 場 で 採

材 し た 血 清 を 用 い て 血 清 抗 体 検 査 （ 寒 天 ゲ ル 内 沈 降 反 応 、 E L I S A）

を 実 施 し た 。  

【 結 果 】  

A 施 設 及 び B 農 場 の 遺 伝 子 検 査（ r P C R 及 び c P C R）に お い て 、い

ず れ も H 5 亜 型 の 遺 伝 子 が 確 認 さ れ 、「 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ

及 び 低 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 関 す る 特 定 家 畜 伝 染 病 防 疫 指

針 」 に 基 づ き 「 疑 似 患 畜 」 と 判 定 さ れ た 。 ま た 、 遺 伝 子 解 析 に よ

り 高 い 病 原 性 を 有 す る と さ れ る 配 列 が 確 認 さ れ 、 同 指 針 に 基 づ き

「 患 畜 」と 判 定 さ れ た 。ま た 、当 該 H P A I ウ イ ル ス に つ い て 、N A 亜

型 が 判 明 し 、 H 5 N 1 亜 型 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  

血 清 抗 体 検 査 に お い て 、 A 施 設 の 寒 天 ゲ ル 内 沈 降 反 応 で は 1 検



体 陽 性 、 B 農 場 の E L I S A で は 全 て 陰 性 で あ っ た 。  

【 問 題 点 と 対 策 】  

C 農 場 か ら の 通 報 に よ り 、（ 1）検 査 人 員 の 不 足 、（ 2） 発 育 鶏 卵

の 不 足 、（ 3） 交 差 汚 染 の 可 能 性 、（ 4） 試 薬 等 の 不 足 と い っ た 問 題

点 が 明 ら か と な っ た 。 そ こ で 、 今 後 の 発 生 に 備 え 、 所 内 で 対 策 を

検 討 し た 。  

（ 1） 検 査 人 員 の 不 足  

令 和 4 年 度 の 病 性 鑑 定 課 に お け る H P A I 検 査 体 制 を 図 に 示 す 。

主 な 分 担 業 務 は 、職 員 A が 試 薬 の 調 整 及 び r P C R、職 員 B が R N A 抽

出 及 び c P C R、 職 員 C（ 臨 時 職 員 ） が 職 員 B の 補 助 及 び 血 清 抗 体 検

査 、職 員 D（ 課 長 ）が 連 絡 調 整 及 び 報 告 、検 査 関 係 書 類 作 成 、動 物

衛 生 研 究 部 門 へ の 検 体 送 付 で あ っ た 。  

遺 伝 子 検 査 は r P C R  1 名 、 c P C R  1 名 の 2 名 で 行 っ て お り 、 連 続

発 生 の 場 合 、 再 び 職 員 A と 職 員 B で 遺 伝 子 検 査 を 行 う 予 定 で あ っ

た 。  

2 例 目 は 、 1 1 月 2 9 日 午 前 1 0 時 に 通 報 が あ り 、 そ の 後 す ぐ に 検

査 準 備 に と り か か っ た 。 午 後 1 時 5 0 分 に 検 体 が 搬 入 さ れ 検 査 を

開 始 し 、 1 1 月 3 0 日 午 前 4 時 に 遺 伝 子 結 果 が 判 明 し た 。 そ の 後 一

旦 帰 宅 し た も の の 興 奮 状 態 で 睡 眠 不 足 の ま ま 午 前 9 時 に 出 勤 し 、

午 前 9 時 1 0 分 、 C 農 場 よ り 死 亡 羽 数 増 加 の 通 報 が あ っ た 。  

C 農 場 で 簡 易 検 査 陽 性 の 場 合 、 2 例 目 の 通 報 か ら C 農 場 の 遺 伝

子 検 査 終 了 ま で 、約 4 0 時 間 、休 息 が 十 分 に と れ な い 状 態 で 対 応 す

る 必 要 が あ り 、 集 中 力 に 欠 け 誤 診 に 繋 が る 可 能 性 が あ っ た 。  

＜ 対 策 ＞ 遺 伝 子 検 査 を 実 施 で き る 職 員 を 増 員 す る こ と と し 、 当 所

職 員 1 名 と 他 所 属 の 職 員 1 名 に 遺 伝 子 検 査 方 法 を 伝 達 し た 。 ま ず

病 性 鑑 定 課 で 作 成 し て い る H P A I 検 査 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 、 検 査

の 流 れ や r P C R 及 び c P C R プ ロ ト コ ー ル に つ い て 説 明 し た 。 次 に 、

外 部 精 度 管 理 調 査 の 余 剰 試 料 を 用 い て R N A を 抽 出 し 、 r P C R  及 び

c P C R を 実 施 し て も ら っ た 。そ の 後 交 代 職 員 1 名 は 自 主 ト レ ー ニ ン

グ に 励 む こ と に よ り 、 検 査 技 術 を 向 上 さ せ た 。 そ の 結 果 、 2 名 × 2

班 で 交 代 で き る 体 制 を 確 保 し 、 連 続 発 生 に 対 応 で き る よ う に し

た 。  

（ 2） 発 育 鶏 卵 の 不 足  

当 所 で は 、 種 卵 を 購 入 し て 孵 卵 器 に 入 卵 し （ 2 回 /週 ）、 ウ イ ル

ス 分 離 に 必 要 な 1 0 日 齢 前 後 の 発 育 鶏 卵 を 常 時 確 保 し て い る 。 入

卵 個 数 は 、令 和 4 年 度 当 初 、 8 0 個 で あ り 、未 受 精 卵 、卵 の 割 れ 等

を 考 慮 す る と 、こ の う ち 6 5 個 使 用 可 能 で あ る 。水 曜 日 の み 2 ロ ッ

ト あ る た め 1 3 0 個 使 用 可 能 で あ る 。  

B 農 場 の 発 生 で は 、火 曜 日 に ロ ッ ト ① を 5 2 個 使 用 し た 。よ っ て

水 曜 日 は 、 ロ ッ ト ① の 残 り 1 3 個 と 、 ロ ッ ト ② の 6 5 個 を 合 わ せ 、



計 7 8 個 使 用 可 能 で あ っ た 。  

C 農 場 で 簡 易 検 査 陽 性 の 場 合 、水 曜 日 に C 農 場 の 検 査 で 5 2 個 必

要 と な る 。 ロ ッ ト ① の 残 り 1 3 個 全 て と ロ ッ ト ② の 3 9 個 を 使 用 す

る と 、木 曜 日 に 使 用 可 能 な 個 数 は ロ ッ ト ② の 残 り 2 6 個 で あ る 。し

か し 、木 曜 日 は 発 生 状 況 確 認 検 査（ 3 戸 、計 2 5 鶏 舎 ）の た め 、1 0 0

個 必 要 で あ り 、 7 4 個 不 足 す る と こ ろ で あ っ た 。  

そ の 後 の 試 算 に よ り 、 他 農 場 の 単 独 発 生 で も 、 発 生 状 況 確 認 検

査 （ 2 6 鶏 舎 ） に 必 要 な 発 育 鶏 卵 が 最 大 約 9 0 個 不 足 す る こ と が 判

明 し た 。  

＜ 対 策 Ⅰ ＞ 発 育 鶏 卵 の 購 入 数 を 増 加 さ せ 、1 回 の 入 卵 個 数 を 8 0 個

か ら 、 家 保 の 孵 卵 器 で 孵 卵 で き る 最 大 個 数 で あ る 1 2 0 個 と し た 。

入 卵 個 数 を 4 0 個 増 加 さ せ た の で 、未 受 精 卵 、卵 の 割 れ 等 を 考 慮 す

る と 、 使 用 で き る 卵 は 約 3 0 個 増 加 し た こ と に な る 。  

こ れ に よ り 、 最 大 約 9 0 個 不 足 か ら 最 大 約 6 0 個 不 足 の 見 込 み と

な っ た 。  

＜ 対 策 Ⅱ ＞ 約 1 0 日 齢 の 発 育 鶏 卵 を 緊 急 購 入 可 能 な 業 者 を 見 つ け

ら れ な か っ た た め 、近 隣 府 県 に 相 談 、協 議 し た 。そ の 結 果 、ま ず 、

① 近 隣 府 県 の 家 保（ 片 道 約 4 0 分 ）か ら 調 達 す る こ と と し た 。① で

不 足 す る 場 合 、 ② 近 畿 圏 内 孵 化 場 （ 片 道 約 2 時 間 半 ） か ら 発 育 鶏

卵 を 購 入 す る こ と と し た 。 そ れ で も 不 足 す る 場 合 は 国 と 協 議 す る

こ と と し た 。  

以 上 よ り 、 発 育 鶏 卵 不 足 時 の 対 応 手 順 を 定 め る こ と が で き た 。  

（ 3） 交 差 汚 染 の 可 能 性  

令 和 4 年 度 の 2 例 の 発 生 で は 、 発 生 農 場 か ら 3 k m 以 内 に 農 場 が

な く 、 発 生 農 場 の 検 査 の み で あ っ た 。 C 農 場 で 発 生 し た 場 合 、 発

生 状 況 確 認 検 査 が 必 要 で あ り 、 同 検 査 を 発 生 農 場 の 検 査 と 同 じ 検

査 室 で 実 施 す る 予 定 で あ っ た た め 、 交 差 汚 染 す る 可 能 性 が あ っ

た 。  

＜ 対 策 ＞ 発 生 農 場 の 検 査 は 農 場 ご と に 1 階 の 検 査 室 で 、 発 生 状 況

確 認 検 査 は 、 野 生 い の し し 検 査 を 通 常 行 っ て い る 2 階 の 検 査 室 で

実 施 し 、 区 分 す る こ と と し た 。 ま た 、 連 続 発 生 の 場 合 、 1 例 目 の

検 査 後 に ク リ ー ン ア ッ プ を 行 い 、 そ の 後 2 例 目 の 検 査 を 行 う こ と

に し た 。  

（ 4） 試 薬 等 の 不 足  

令 和 4 年 度 は 、遺 伝 子 検 査 試 薬 を 1 農 場 分 の み 準 備 し て い た が 、

連 続 発 生 に 対 応 で き な い 可 能 性 が あ っ た 。  

＜ 対 策 ＞ 令 和 5 年 度 は 2 農 場 分 準 備 し 、 連 続 発 生 に 対 応 で き る よ

う に し た 。  

【 ま と め 】  

令 和 4 年 度 に 県 内 で 発 生 し た 事 例 は 2 例 と も 、 全 国 で 流 行 し て



い た H 5 N 1 亜 型 H P A I ウ イ ル ス に よ る も の で あ っ た 。 ま た 、 C 農 場

か ら の 通 報 に よ り 明 ら か と な っ た 問 題 点 に つ い て 、 対 策 を 講 じ

た 。  

H P A I 遺 伝 子 検 査 に は 、試 薬 及 び 消 耗 品 の 準 備 、検 体 搬 入 、検 体

の 分 注 、 R N A 抽 出 、 P C R、電 気 泳 動 と い っ た 多 種 の 作 業 工 程 が 含 ま

れ る 。 ま た 、 検 査 室 の 汚 染 や 試 薬 へ の コ ン タ ミ を 防 止 す る た め 、

検 査 場 所 の 区 分 や 動 線 を 意 識 し な が ら 作 業 す る 必 要 が あ る 。 使 用

す る 試 薬 や 消 耗 品 の 種 類 も 多 く 、 落 ち 着 い て 作 業 し な け れ ば 間 違

え る 恐 れ が あ る 。 H A P I 遺 伝 子 検 査 は 、単 に 検 査 を 行 う と い う だ け

で は な く 体 系 的 に 理 解 す る 必 要 が あ り 、 担 当 職 員 へ の 研 修 が 重 要

で あ る 。 ま た H P A I 遺 伝 子 検 査 は 頻 繁 に 実 施 す る も の で は な く 手

順 や 試 薬 を 忘 れ が ち の た め 、 定 期 的 に 確 認 す る 必 要 が あ る 。  

今 後 も 農 林 水 産 省 に よ る 検 査 方 法 の 改 定 や 人 事 異 動 に 備 え て 、

検 査 マ ニ ュ ア ル を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し な が ら 、 検 査 体 制 を 維 持 す

る 必 要 が あ る 。  
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